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 Arbitrary Behavioral Voltage Source （ビヘイビア電源）

でdelay（遅延時間）を利用し、あるノード電圧の信号から、何らか

の遅延時間のある信号を作りだす方法を紹介する。 

 例題ではBV の例を示すが、BIにも同様に適用できる 

 BV-Source で delay を使う 
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大元の信号源 

delayの大きさを時間変化させ
るための維持関数電源 

delayの量を演算している。 

演算結果がマイナスの時は
0として扱われる。 

遅延時間の max を設定した。  

maxパラメータを設
定する場合には、
Maximum Timestep 

wo設定しない路、お
菓子な波形を表示
することがある。 
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例題のシミュレーション結果 

0.5ms.まで、遅れを作る関数 

0.25ms.まで遅れたあと、そのままにする関数 

V(A)（電圧の値）の時間変化に相当する遅れ時間（秒）による波形・・・V(X) 

V(A)を0.25msまでで変化を止めてしまう条件にしたときの波形・・・V(Z)、V(X)と比較。 

max オプション・パラメータを使って、0.25ms以上遅れないようにした波形・・・V(Xm) 、V(X)と比較。 

V(Xm)がV(Z)と同等であることを確認したグラフ。 

遅れ時間に演算（0.3msを減算）をして、その値が負になる部分では遅れ時間が0になることを確認するグラフ。 
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無損失伝送線路で遅れを作る場合との比較 
 水滴が水面に落ちるときの音（ぽちゃん）を一つの音源として、その波形を0.2秒遅らせた波
形を作り、元の波形と合成してWAVEファイルとして出力する。 
 左側は無損失伝送線路を使った場合、右側はBVのdelay関数を使った場合である。 
 無損失伝送線路の場合には、線路の両端のインピーダンスマッチングを考慮しなければならない。 

元の音源ファイルは 
「suiteki-mod_1.wav」 

合成して出力したファイルは・・・ 
 
無損失伝送線路の場合 
「suiteki-twice_01.wav」 
 
無損失伝送線路の場合 
「SUITEKI-BV-delay.wav」 
 


